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ニューキノロン系抗菌剤temafloxacinを21例 の男子尿道炎の治療に投与 して有効性 と安

全性について検討 したO1日 投与量 は300～600mg(分2)と し,期 間は4～28日 間(2例 は2

日間のみ),平 均8.7±5.7日 間であった。淋菌性14例,ク ラミジア性3例,淋 菌性/ク ラミ

ジア性4例 のいずれ も治療により病原体は消失 し,除 菌率 は100%で あ った。有効率 は,

UTI薬 効 評価基準で19/19(100%),主 治 医判定で21/21(100%)で あ った。本剤 による臨

床検査値の変動,自 覚的副作用 を認めなかった。
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Temafloxacin(開発 コー ドTA・167,略 号TMFX)を 淋

菌性尿道炎(gonococcal urethritis,GCU)14例,ク ラ ミ

ジア性尿道炎(chlamydial urethritis,NGU)3例 と淋菌

性/クラミジア性尿道炎(GCU/NGU)4例 の合計21例 の

男子尿道炎の治療に投与 した。

患者背景はTable1に 示 した。1例73歳 のNGUの 症

例があるが,平 均年齢は30.8±12.4で あ った。治療方

法は,TMFXの150mg錠 剤 を1日2錠(300mg,分2)ま

たは,4錠(600mg,分2)と し,投 与期間は4～28日 間

(2例は2日間),平 均8.7±5.7日 間であった(Table2)。

臨床成績の総括はTable3に 示 したOGCUの1例 は,

2日間の投与で除菌 され,臨 床的に も有効であった。

この例を含めて主治医判定で14例 中14例,100%が

著効であった。

NGUの3例 では,UTI薬 効評価基準11,主 治 医判定 と

もに3例中2例 著効,1例 が有効であった。

GCU/NGUの4例 は1例 が2日 間投与で淋菌,ク ラ ミ

ジァともに陰性化 した。この例 を含めて主治医判定で

著効2例,有 効2例 であった。

安全性については臨床検査値の変動(末 梢血,肝 機

能,腎 機能値)を15例 で測定 したが,本 剤に基づ く異

常 を認 め な か った 。 自覚 的 副 作 用 は 全 例 に み ら れ な か

っ た 。

TMFXはNeisseria gonorrhoeaeに 対 して のMICgoは,

<0.03μg/mlと 報 告 さ れ2),有 効1生 もceftriaxoneの 筋 注

投 与 と 同 じ 成 績 で,除 菌 率 は100%で あ っ た 。

Chlamydia trachomatisに 対 す るTMFXのMICは0.125～

0.25μg/mlと 報 告 され て い る3)。 臨 床 的 に は800mg,7

日間 投 与 でdoxycycline200mgの 成 績 と 同 等 で90%の

Table 1. Background of patients with male urethritis

treated with temafloxacin
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Table 2. Daily dose and duration of  temafloxacin treatment in 21 male urethritis patients

1)
gonococcal  urethritis

2) clilamydial urethritis

Table 3. Bacteriological and clinical response of male urethritis treated with temafloxacin

(1)three patients were not tested for C. trachomatis (2)detected by gram stain or/and gonozyme
(3)detected by  chlamydiazyme (4)excluding one case treated for 2 days

numerator: no. of patients treated successfully.

denominator: no. of patients treated.

(1)* response on N . gonorrhoeae
(2)* response on C . trachomatis

有効率であった41。これらの基礎 的な成績をみると,

本剤 はこの種のSTD性 尿道炎の治療に有効率が高いこ

とが予見できた。われわれの臨床成績 は1日300mg～

600mgで 治療 した ものであるが,21例 全 てに有効で

あり,諸 家の報告 と一致 したものであった。投与量と

期間についてはGCUに は300mg,7日 間で充分である。

クラミジア性NGUに は,600mgを7～14日 間 の治療が

適応と思われた。忍容性 は既存の同系剤 と比べて特に

問題なく,男 子尿道炎に対 して有用性が高 く評価で き

ると思われた。
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Temafloxacin in the treatment of male urethritis
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Twenty-one adult male outpatients with gonococcal (GUC) or chlamydial (NGU), and

gonococcal/chlamydial (GCU/NGU) urethritis were treated with temafloxacin.
It was given at a dose of 300-600 600 mg a day for 4-28 28 days (8.7+5.7 days). Eradication of the

organisms was obtained for GCU in 14/14 (100%), NGU 3/3 (100%), and GCU/NGU 4/4 (100%).

Clinically, the drug proved to be highly effective for male urethritis, and it was well tolerated by

all patients treated.


